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英国最高峰の音楽授賞式「The BRIT Awards」２月 24日に開催 

アデルが 4 冠を達成 

～コールドプレイ、アデル、ジャスティン・ビーバー、リアーナらが 

トップアーティストの神髄を見せるパフォーマンスを披露～ 

授賞式の模様は 3月 26日（土）20時よりMTVでオンエア 

 
米国バイアコム社傘下のバイアコム・ネットワークス・ジャパン株式会社（所在地：東京都港区、代表

取締役社長：井股 進）が運営する世界最大級のユース向け音楽&エンターテインメント・チャンネル

「MTV」は、2 月 24 日（現地時間）にロンドンの O2 アリーナで開催された英国最高峰の音楽授賞式「The 

BRIT Awards」を 3 月 26 日（土）20 時より放送いたします。 

「The BRIT Awards」は英国版グラミー賞とも称される音楽授賞式で、今年で 36 回目を迎えます。世

界の音楽シーンを牽引するアーティストを数多く輩出し、最先端のトレンド発信地でもある UK が誇るこ

の音楽イベントは、毎年賞の行方と豪華アーティストの迫力あるパフォーマンスが熱い注目を集めてい

ます。 

授賞式は、コールドプレイの圧巻のパフォーマンスで幕を開けました。続いてアデル、ジャスティン・

ビーバー、ジェイムス・ベイ、ザ・ウィークエンドらが英国最大の授賞式にふさわしいステージを見せ

会場の熱気に包まれました。また、リアーナとドレイク、ジャスティン・ビーバーとジェイムス・ベイ

がコラボレーションを果たすなど、ひと時も目を離せないシーンの連続となりました。イベント終盤に

は今年 1 月に他界したデヴィッド・ボウイの追悼パフォーマンスが行われました。ゲイリー・オールド

マン、アニー・レノックスによる心のこもったスピーチののち、ロードが「Life on Mars」をカバーし、

会場は拍手に包まれました。気になる賞の行方は、アデルが「BRITISH FEMALE SOLO ARTIST」を含

む 4 冠を達成、イギリスが生んだ奇跡の歌姫が今年の栄光を手にしステージでは感激のあまり涙声にな

る場面も見られました。 

MTV では UK ミュージックの“今”が凝縮されたこの授賞式を、3 月 26 日（土）20 時より 2 時間にわた

り放送いたします。 

 

＜The BRIT Awards＞ 

 開催日時： 2016 年 2 月 24 日（木） 

 開催場所： ロンドン Ｏ2 アリーナ 

 出演アーティスト：アデル、コールドプレイ、ジャスティン・ビーバー、リアーナ、ザ・ウィークエンド、

ジェイムス・ベイ、ロード、ジェス・グリン、ドレイク、リトル・ミックス、ルイ・トムリンソン＆リア

ム・ペイン（ワン・ダイレクション）、ゲイリー・オールドマン、アニー・レノックス ほか 



＜番組放送＞ 

「The BRIT Awards」 

 初回放送 3 月 26 日（土）20:00－22:00 

 再放送  3 月 28 日（月）21:00－23:00、4 月 5 日（火） 21:00－23:00 

4月10日（日）23:00－25:00、4月13日（水） 21:00－23:00、4月21日（木） 21:00－23:00 

 

＜MTV番組ウェブサイト＞ 

http://specials.mtvjapan.com/thebritawards2016/ 

 

受賞結果 

 BRITISH FEMALE SOLO ARTIST  

アデル 

 BRITISH MALE SOLO ARTIST  

ジェイムス・ベイ 

 BRITISH GROUP  

コールドプレイ 

 BRITISH SINGLE  

アデル「HELLO」 

 MASTERCARD BRITISH ALBUM OF THE YEAR  

アデル「25」 

 BRITISH ARTIST VIDEO  

ワン・ダイレクション「Drag Me Down」 

 INTERNATIONAL FEMALE SOLO ARTIST 

ビヨーク 

 INTERNATIONAL MALE SOLO ARTIST  

ジャスティン・ビーバー 

 INTERNATIONAL GROUP 

テーム・インパラ 

 GLOBAL SUCCESS  

アデル 

 BRITISH BREAKTHROUGH ACT  

キャットフィッシュ・アンド・ザ・ボトルメン 

 BRITISH PRODUCER OF THE YEAR  

チャーリー・アンドリュー 

 CRITICS' CHOICE AWARD  

ジャック・ガラット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


